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1. はじめに 

超伝導検出器は電波天文分野だけではく、

暗黒物質探査などの高エネルギー物理学の

分野でも注目を集めてる。LeKID[1](Lumped 

Element Kinetic Inductance Detector)は、イン

ダクタ(L)とコンデンサ(C)の共振器として

用いられる MKID(力学インダクタンス検出

器)の 1 種でインダクタンス部の形状によっ

て共振周波数の設定を容易に行える。高エネ

ルギーが超伝導線路のクーパー対を破壊す

ると力学インダクタンスが変化し、 に比

例する共振周波数は減少する。この特性を利

用し、電圧パルスを検出することでエネルギ

ー分解能を得ることができる。 

2.作製と測定 

厚さ 360μmの高抵抗シリコン上にニオブ膜

をスパッタにより 200nm成膜し、形状はマス

クレス UV露光と CF4ガスによるドライエッ

チングでパターン化した。また、共振周波数は

3.5~4.5GHzの範囲になるように設計した。チ

ップは 10mm×10mm角で 8個の共振器があり、

共振器のインダクタの幅は 3~9umで変化し、

コンデンサの幅は 5umで固定されている。 

測定には VNAを用いり、0.5~3.2Kの温度範

囲で、15MHzのサンプリングレートで共振周

波数の測定を行った。α線源にはアメリシウム

241を用いた。 

3.結果と考察 

線幅が 9umから 3umになると、力学定数α

は 0.05から 0.13に増加した。エネルギー分解

能はαに比例するため、2倍以上向上した。 

得られたパルス波高を緩和時間で補正を行

った。エネルギー分解能は 42に達した。力学

エネルギーの割合は 2倍になったが、エネルギ

ー分解能の変化はあまり見られなかった。イン

ダクタンスが高いほど単位吸収エネルギーあ

たりの応答性が高くなると予想されたが、ほと

んど同様の値になり、現状エネルギー分解能は

Q値に制限される。 

また、カメラへの応答を考えるとサンプリン

グレートを下げ、多くの検出器の同時読み出し

が求められる。optimal filterを用いることで分

解能を維持したまま同時読み出しを可能にす

る。本発表では、補正や optimal filterについて

詳しく言及する。 

理論上の予想との差異を明らかにするには

検出器のエネルギー輸送メカニズムのさらな

る調査が必要である。 
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